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はじめに 

 

 

日頃より関係者の皆様方には、甲陽学園の運営につきましてご理解とご協力、ご支援を賜り、

厚くお礼申し上げます。 

 

近年の児童自立支援施設に入所する子どもたちは、幼少期からの被虐待体験や大切な人との

分離体験などを重ねており、ケアニーズが非常に高く、個別的なケアを必要としています。また、

性的な課題を有する子や中学を卒業した子の支援など、専門的で特別な対応も求められており、

これらの今日的な現状や課題とそれらを踏まえた今後の児童自立支援施設の在り方について、

全国的に検討がなされています。 

さらに児童福祉法の改正や子ども基本法の施行などを受け、子どもの権利擁護の観点から施

設運営についての点検・見直しも必要となっています。歴史と伝統のある児童自立支援施設にお

いて、「変わること」と「変わらないこと」の両面での検討が求められます。 

これらの動向を踏まえながら甲陽学園においても、これまで培われてきた伝統を継承しながら

も、時代の要請に応じる形で施設の内容も少しずつ変わってきていますが、「変わらないこと」とし

て、甲陽学園では、毎日の「暮らし」を大切にしており、その中で、児童自身が持つ生活上の課題

を職員の支援を受けながら解決あるいは緩和し、退所後の自立した生活に結びつけることを続け

てきています。また、桜木分校の教職員による教育の保障がなされ、「福祉と教育」の協働による

支援を展開しています。 

このような中、昨年度は、職員の確保が困難などの理由により、１寮制での運営という非常に苦

しい状況になりました。今年度は男子寮と女子寮の２寮制での安定した運営に向けて取り組むとと

もに、地域の甲陽学園への期待に応えられるように努めてまいります。引き続き、甲陽学園に対す

るご理解、ご支援の程、よろしくお願い申し上げます。 

 

このたび、令和５年度の業務概要をまとめましたので、ご高覧のうえ業務の参考にしていただけ

れば幸いです。 

 

 

 

  令和５年５月吉日 

                          山梨県立甲陽学園長 宮沢 久江 

 

 



 

４ 

Ⅰ 甲陽学園の概要 

 

１ 名称及び所在地等 

名  称  山梨県立甲陽学園 

所 在 地  山梨県甲府市中畑町１２８４番地  

電  話  ０５５－２６６－４００３（ＦＡＸ０５５－２６６－４２５８） 

定  員  ２５名 

敷地面積  ２０，３５２㎡ 

建物面積   ２，６６７㎡ 

 

２ 設置主体及び施設種別 

設置主体  山梨県 

施設種別  児童自立支援施設〔児童福祉施設〕 

 

３ 設置の目的 

児童と職員が生活を共にする中で、児童に安定した成育環境を保障し、家庭におい

て適切な監護が得られない若しくは非行・問題行動等によって指導が必要な児童の心

身の育ち直しを図り、社会の一員として生きていく力を育み、児童の自立を支援する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 運営方針 

（１）運営の基本理念 

甲陽学園は、昭和１０年４月に教護院として開園し、在宅では監護が困難な児童や 

養護施設等の処遇では非行からの立ち直りが困難な児童を入所させ、学習指導、作業

指導、生活指導等により非行を改善し、社会復帰させるという使命を果たしてきた。 

しかし、児童福祉法が改正され、児童が社会の一員として自立するために必要な支 

援・指導を行う児童自立支援施設となるとともに対象児童が拡大され、近年では、家

庭で適切な監護が受けられない被虐待児や発達障害児等の入所が増加している。 

このため当学園では従来からの「暮らしの支援」、「学びの支援」、「働く支援」 

に「心の支援」を加えた４本柱により、児童が安心して自分と向き合える環境づくり

や個々の児童のニーズに合った対応をしていくことを運営理念としている。 

児童福祉法第４４条    

児童自立支援施設は、不良行為をなし、又はなすおそれのある児童及び家

庭環境その他の環境上の理由により生活指導等を要する児童を入所させ、

又は保護者の下から通わせて、個々の児童の状況に応じて必要な指導を行

い、その自立を支援し、あわせて退所した者について相談その他の援助を

行うことを目的とする施設とする。 



 

５ 

（２）児童の自立支援に向けた基本的な方針 

ア 個々の児童の状況変化に応じて自立支援計画票を作成する。 

イ 児童及び保護者の意向を大切にする。 

ウ 児童との話し合いを大切にし、支援していく。 

エ 児童の育ち直しの力・情緒の安定の支えになっていく。 

オ 保護者等への協力及び支援をしていく。 

カ 桜木分校及び地域関係者・関係機関と協働（連携）をしていく。 

キ 職員の支援技術の向上に努める。 

ク 開かれた施設づくりを目指していく。 

 

（３）児童の自立支援の具体的方法 

ア 暮らしの支援（学園内の支援と学園外の支援） 

イ 学びの支援（義務教育対象児は桜木分校において学校教育を実施） 

ウ 働く支援（義務教育終了児を中心とした支援） 

（ア）作業指導（農園、環境整備等） 

（イ）就労支援（職業適性等） 

（ウ）進路指導（進学と就職） 

（エ）実習支援（職場実習） 

エ 心の支援（心理面接、心理検査等） 

オ 家庭環境調整（家庭への支援と地域・関係機関等との協働） 

カ 退園児の事後指導（家庭訪問と退園児との面接等） 

キ 行事（行事の目的） 

（ア）思い出をつくる中で、情操を豊かにするとともに情緒の安定を図る。 

（イ）各自の役割を担う中で、自主性と積極性を養う。 

（ウ）規律やルールを身に付ける。 

（エ）生活にメリハリを付ける。 

（オ）社会的、教育的及び文化的視野を広める。 
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５ 組 織 

（１）組 織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）職員配置状況 

※他に医師（兼 1） 
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会計年度任用職員・非常勤職員 
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立
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児
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生
活
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援
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当
直
補
助
員 

園長・副園長  １  １           ２ 

総務・個別支援スタッフ  ２   １  １  １ １  １      ７ 

自
立
支
援
課 

自立支援課長   １           １ 

男子寮担当   ６       １  ４ １１ 

女子寮担当   ６       １  ３ １０ 

その他      １          １ 

計  ３ 14  １  ２  １ １  １  ２    ７  ３２ 

園長 副園長 

自立支援課長 

男子寮担当ﾘｰﾀﾞｰ 

 

女子寮担当ﾘｰﾀﾞｰ 

総務・個別支援ｽﾀｯﾌﾘｰﾀﾞｰ 

 

総務・個別支援ｽﾀｯﾌ 

 

中道南小校長 

笛南中校長 
桜木分校教頭 

中学校担任     ４ 

特別支援学級担任  ０ 

小学校担任     ０ 

（むつみ寮担当） 

（ますみ寮担当） 

合計５名 

合計３２名 

女子寮担当 

男子寮担当 

 

桜木分校 

甲陽学園 

専門員 



 

７ 

６ 沿 革 

 

 

昭和１０年 ４月 １日 少年教護法に基づく少年教護院「甲陽学園」が現在地に開所する。 

  昭和２３年 １月 １日 児童福祉法に基づく児童福祉施設「教護院」と位置付けられる。 

  昭和２６年 ４月 １日 ３寮制から５寮制（定員８０人）になる。 

  昭和４４年 ４月 １日 ４寮制となる。 

  昭和４６年 ４月 １日 本館が竣工する。          

  昭和５６年 ８月２６日 男子３寮、女子１寮制を男女各２寮制に改める。 

  昭和５８年 ４月 １日 ４寮夫婦小舎住み込み制から２寮通勤当直制に移行する。 

  昭和５９年 ４月 １日 入所定員８０人を４０人に改正する。 

  平成 ５年 ４月 １日 組織の改変により１課１担当制となる。 

  平成１０年 ４月 １日 児童福祉法の改正により「教護院 甲陽学園」から「児童自立支援施設

甲陽学園」となる。 

平成１７年 ４月 １日 学園内に「甲陽学園再整備検討委員会」を設置する。また福祉保健部に 

「甲陽学園再整備児童養護関係課検討会」が設置される。 

平成１７年１１月     「甲陽学園のあり方等庁内検討委員会」（「施設のあり方専門部会」） 

「学校教育導入専門部会」）が設置される。 

平成１８年 ３月 １日 甲陽学園のあり方等庁内検討委員会が「甲陽学園施設整備基本構想」を

取りまとめる。 

平成１９年 １月    再整備計画に基づき、のぞみ寮、めぐみ寮等既存施設の解体が始まる。 

平成１９年  ６月２６日 再整備計画に基づく造成工事が始まる。 

平成１９年１０月    本館改築工事着工 

平成１９年１１月    男子寮工事着工 

平成２０年 ４月 １日 指導課を自立支援課に改称する。学園内に「桜木分校」 開校 

８日 桜木分校開校式典挙行される。 

       （甲府市立中道南小学校、甲府市・中央市中学校組合立笛南中学校「桜木分校」） 

平成２０年 ８月２２日 男子寮完成引渡 

平成２０年 ９月 ９日 本館完成引渡 

平成２１年１０月２２日 女子寮 個別支援寮 体育館完成引渡 

平成２１年１１月 １日 入所定員４０人を２５人に改正する。 

平成２２年 ３月２６日 竣工式 

平成２２年 ４月 １日 組合立を解消し、甲府市立笛南中学校桜木分校となる 

平成２３年 ６月３０日 入所児童受け入れ停止 外部委員を含め、立て直し検討委員会設置 

平成２３年 ９月    女子児童受け入れ再開 

平成２３年１１月    男子児童受け入れ再開 

平成２３年１２月２７日 立て直し検討委員会報告書をまとめる。 

平成２４年 ７月    グラウンドがドクターヘリの離着陸場となる。 

平成２８年  ２月  ６日 創立８０周年記念園遊会実施 

令和３年８月５日    人員不足のため、「男女一寮制」へ移行 
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９ 中・長期計画と令和５年度の取り組み方針 

（１）中・長期計画 

学園として次の事項について、中・長期的な視点に立ち対応していく。 

ア 施設機能の充実と強化 

（ア）児童の問題行動の未然防止や適切な対応ができる職員体制を確立する。 

（イ）精神科医師の診察及び助言を定例化する。 

（ウ）家庭支援専門相談員の専任化による退園児童及び家庭支援の充実を図る。 

（エ）個別支援寮を利用した自立支援の充実を図る。 

 （オ）学園の将来像について検討していく。 

イ 児童への適切な自立支援及び処遇 

（ア）学園・分校間で情報を共有し、一貫性、継続性のある支援を行う。 

（イ）多様な特性を持つ児童に対し適切な対応ができるよう、職員の資質を向上させ

る研修体制の充実・強化を図る。 

（ウ）家庭、地域及び関係機関（福祉、医療、教育、司法等）との連携を図る。 

（エ）児童の権利保障（児童への権利ノートの配布と説明・苦情への適切な対応・虐

待防止）やライフワークストーリーへの対応を強化する。 

（オ）心理支援を充実させていく。 

  （カ）食育を適切に行う。 

ウ 安全・安心な生活環境の整備 

（ア）危機管理・安全対策実施要綱に基づく取り組み等、生活上の危機管理の強化を 

図る。 

（イ）快適な住環境の保全と整備を図る。 

（ウ）児童の安全確保のためのセキュリティーの強化を図る。 
 

（２）令和５年度の取り組み方針 

令和５年度は次の事項について重点的に取り組んでいく。 

ア 自立支援の充実 

（ア）報告・連絡・相談を意識して、情報の共有化を図り、チームとして、組織とし

て一貫した支援につなげる。 

（イ）児童の生育歴や環境を把握して個々を理解し、課題と目標を全職員が認識し、

特性に合わせた支援を行う。また、ケースカンファレンスにより、共通理解と処

遇の充実を図る。 

（ウ）児童の自主性を育て、よい行動や努力していることを職員と児童で認め合い、

お互いに高め合う支援を行う。 

（エ）児童の支援と並行し親への援助に意図的に取り組み、親子関係の修復につなげ

る。 

（オ）退所児童の情報収集、定期的な家庭訪問、関係機関との連携によりアフターケ

アの充実を図る。 

（カ）心理担当を積極的に活用し、心理面接の充実を図る。 
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（キ）国、県、他施設の動向の情報収集をしながら、学園の将来像を検討していく。 

  （ク）食の安全や栄養などについて考える機会を提供するなど、自立に向けた食育へ

の支援を行う。 

イ 安全で安心できる生活の提供 

  （ア）看護担当と連携し健康管理に努める。 

  （イ）暴力・暴言・いじめには毅然とした態度で対応する。その際は職員間の連携を

図る。 

（ウ）ヒヤリハットの実施により、生活上の危機管理の強化を図る。 

（エ）被措置児童虐待防止マニュアルにより虐待防止を徹底する。 

（オ）セキュリティー強化のための整備を進める。 

  （カ）快適な住環境の整備を図る。 

ウ 桜木分校との連携 

（ア）児童の自立を目指す学校教育の実現に向けて、生活支援と教育の連携強化に努

めていく。 

（イ）学園と分校とですりあわせを常に行い、日々の業務・行事などの調整をし、ス

ムーズな運営ができるようにしていく。 

（ウ）担当・担任・看護・心理との児童に関する情報共有を行い、具体的な手立てを

とる。 

（エ）お互いの立場を尊重しつつ、児童を中心においた支援・指導をしていく。 

エ 職員の専門知識・技能・資質向上 

（ア）国立武蔵野学院等の専門機関による研修への職員派遣計画を着実に遂行する。 

（イ）学園内及び外部講師による施設内研修の充実を図る。 

  （ウ）福祉専門職研修を積極的に受講するよう勧める。 

オ 関係機関との連携 

（ア）児童相談所、少年鑑別所との相互理解を深め、連携・協力する。また、交流研

修等を継続する。 

（イ）家族関係調整や家族再統合は児童相談所、前籍校等と連携を密にして進め、要

保護児童対策地域協議会を活用する。 

カ 地域交流 

（ア）ボランティアを積極的に受け入れ、交流を推進する。 

（イ）地域での買い物訓練で社会性を身に付ける。 
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１０ 主な年間行事 

 

 

   月 主   な   行   事   等 

   ４月  着任式、入学を祝う会、１学期始業式、春の集い 

   ５月  授業参観 

   ６月  校外学習、期末テスト 

   ７月  東海地区少年野球大会、１学期終業式、三者懇談 

   ８月 海水浴、納涼会、２学期始業式 

   ９月 フェスタ甲陽 

  １０月 中間テスト、秋の遠足 

  １１月  修学旅行、白根高校野球部交歓会、期末テスト 

  １２月  マラソン大会、クリスマス会、２学期終業式 

   １月  初詣、３学期始業式、どんど焼き、スキー教室、園遊会 

   ２月  期末テスト 

   ３月  卒業式、修了式、離・退任式 

月例行事  避難訓練、環境整備、児童散髪、誕生会、担当別外出 

 その他  入園式・退園式、外出（外泊）手帳交付式  

定例会議 

（月例） 

 調整会議、学園会議、自立支援課会議、男子寮・女子寮会議 

給食会議、職員全体会議、分校職員会議 



 

１２ 

Ⅱ 令和４年度の業務実績《自立支援の内容》 

 

１ 暮らしの支援 

社会的自立の基礎となる支援であり、健康で規則正しい生活態度・習慣等を習得させ、

日常生活を自己管理できるよう導くことを主眼とした。 

家庭生活や学校生活において、人間関係の不調により社会的不適応を起こした児童が

入所してくるので、安定した生活の場で職員と様々なコミュニケーションを介して信頼

関係を確立するとともに、具体的な生活場面での課題提示を行い、自立を支援した。 

また、地域社会へ戻ってからの生活や一人暮らしの生活を想定した支援を行った。 

 

（１）支援の重点 

ア 基本的生活習慣の確立 

管理的な集団指導ばかりでなく、児童の特性にあった自立支援計画を作成し、次

の行動への切り換え・けじめがつけられるよう支援を実施し、個々の独自性を認め

て自立促進を図った。 

イ 社会規範への対応、道徳性の向上 

善悪の区別ができ、自己本位でなく社会に容認されるような行動が取れるよう支

援を実施した。 

ウ 社会生活行動面での自立心の向上 

買い物訓練や外出・外泊等を積極的に支援の場として導入するとともに、服装等

についても可能な限り一般の社会生活に近付け、自立心を育てる支援の場面を設定

した。 

 

（２）生活日課 

学園に入所している児童は、規則正しい生活習慣を身に付けておらず、非行化する

中で生活習慣が崩れてきている。また、大人への不信感も多く認められた。 

そのため、共に働き、共に遊び、共に学び、共に苦しみ又は共に喜ぶことで、共感

的な生活場面を積み重ね、大人への不信感を取り除き社会適応能力を身に付けていく

よう支援した。また、できるだけ早く学園生活になじめること、家庭に戻っても規則

正しい生活ができることなどに配慮した日課を設定した。 

 

２ 学びの支援  

平成２０年４月から学園内に甲府市立中道南小学校並びに甲府市・中央市中学校組合

立笛南中学校の桜木分校が開設され、学齢期の入所児童については学習指導（学校教育）

を分校が担当し、普通教育が保障されることになった。 

また、平成２２年３月３１日に組合立が解消され、４月１日から甲府市立笛南中学校

桜木分校となる。学習指導は、分校と学園が連携を図りながら実施している。 
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（１）学齢児童の学習（桜木分校） 

ア 学校教育目標 

「自己を見つめ、心豊かに正しく生きる児童生徒」 

（ア）けじめをつけ、決まりを守る児童生徒  

（イ）目標に向かって努力する児童生徒 

（ウ）まわりの仲間を思いやる児童生徒 

イ 重点目標 

（ア）基礎学力を確実に定着し、個性の伸長を図る。   

（イ）自他とのかかわりを見直し、共に成長しようとする態度を身に付ける。 

（ウ）自分を大切にし、他者を思いやる心を育てる。  

（エ）働く喜びと貴さを学び、将来への意欲と希望を高める。 

ウ 分校経営の概要   

（ア）教職員一人一人が主体性と個性を生かし、教育理念に基づいた信念と教育愛を

持って、児童生徒の自立支援に向け、豊かな教育活動を日々実践できるよう努め

る。  

（イ）創意ある教育課程の編成と実施に努め、「わかりやすく学びの充実感を得られ

る授業」を目指し、児童生徒一人一人の実態に応じた学習を展開する中で、評価

と支援のあり方や授業の反省・改善に努め、基礎・基本の確実な定着を図る。  

（ウ）愛情と信頼に基づいた教育活動を展開する中で、自己肯定感を高める指導を目

指し、学園と分校の指導を両輪とした真の自立に向けての教育を推進する。 

（エ）学園職員や関係機関の職員と連携を図りながら、児童生徒の内面の理解に努め、

生命尊重、人権尊重、倫理観と規範意識の育成を推進し、カウンセリングやガイ

ダンス機能を充実する。 

（オ）保護者、学園、前籍校、地域、関係機関との連携を密にしながら、それぞれの

立場を理解して、互いに敬愛できる環境づくりに努め、開かれた学校、特色のあ

る学校づくりに努める。 

（カ）個々の児童・生徒の特性を充分理解し、自主的な生活・学習態度の確立を目指

し、家庭や出身校及び地域社会へ復帰できるよう適切な教育を推進する。 

 

３ 働く支援 

協働して仕事を達成する喜びを体験し、勤労意欲の向上、心身の鍛練を図るとともに、

人間的なふれあいや生命の尊重及び相互理解を深め、社会性・協調性等を培うことを支

援している。具体的には、暮らしの中の作業として、施設や寮で児童一人ひとりが役割

を担うとともに、協働し合い、集団生活を維持し向上させていくために農園作業・環境

整備を行った。 

 

（１）支援の重点 

ア 実科指導を行うことによって、近い将来、社会（職業）生活を営むために必要な

態度、言動、心構え、勤労の習慣、教養及び職業上の知識等を養うための支援 
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イ 社会（職場）見学、職場訪問等を行うことによって、どのような職場があり、ど

のような仕事をしているかの理解を深めるとともに、適切な職業を選択できるため

の支援 

ウ 実科指導は、生活指導及び学習指導と併せて行うこととし、児童が就労意欲を高

め、自信を持って社会参加できるための支援 

 

（２）支援内容 

支援の内容は、希望職種の確認（相談指導）、職場体験実習、作業指導（農園、園

内環境整備等による実働体験）等 

 

（３）支援方法 

ア 集団指導 

作業については、極力男女別で実施 

イ 個別指導（課題作業及び個別職場訪問等） 

（ア）課題作業を個別に分担して指導を実施 

  （イ）個別職場訪問については、分校担任と寮担当職員とで協議して実施 

 

４ 心の支援 

  入所した子どもたちには、虐待等における心的外傷、愛着形成の問題や発達障害等を

有することが多く、それらの背景を抱える子どもたちの心の支援のひとつとして、①情

緒を安定させること、②健康な自己認知・対人認知を確立させること、③心的外傷の治

癒をすることなどにより、児童の自立支援につなげていくことを目的に心理面接を実施

した。 

 

（１）対象 

全児童を対象（但し、中卒児については心理面接が必要であると認められる場合に

限り対象とする。）とした。 

 

（２）心理面接の流れ 

ア 入所時面接の実施 

イ アセスメント面接の実施（入所後約１か月以内に２～３回） 

内容：家庭での生活の様子はどうだったのか、甲陽学園に入所した意味を児童

がどのように理解しているのか、どういったことに悩んでいるのか等の

聞き取りを行い、児童の実態を把握した。 

ウ 入所時面接後、自立支援課長、寮職員と情報交換・アセスメントを行い、心理面 

接の方向性を決定 

エ 初回面接を実施後、定期的な心理面接を実施 

（ア）心理面接の頻度は児童によってそれぞれ設定。（月２～４回） 

（イ）１回の面接時間は原則４０分(児童の状況により変動あり) 
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（３）心理面接の予定通知 

月ごとの心理面接の予定を計画し、予定表として職員及び児童に配付した。 

 

５ 令和４年度見学者・ボランティアの受け入れ状況 

 

６ 令和４年度職員の主な研修参加状況 

（１）県 外 

 

（２）県 内 

 

７ 令和４年度苦情相談受付状況 

    苦情受付件数なし。  

月日 見学者・団体 人数 備 考 

８月２５日 第７５期司法修習生 ３ 研修 

３月１５日 東京都市大学 ９ 見学・交流 

研修名 期  間 開催場所 人数 

全国児童自立支援施設職員研修会【静岡大会】 ９月２７日～２９日 静岡県浜松市 １ 

中部十県一市児童自立支援施設処遇職員研修会 １０月２７日 名古屋市 

玉野川学園 

１ 

全国児童自立支援施設職員研修 中堅職員研修 １月２４日～２７日 国立武蔵野学院 １ 

研修名 期 間 開催場所 人数 

福祉保健部・子育て支援局 技術職Ⅱ 

部局内階層別研修「福祉専門職管理職等研修」 

１１月２日 子ども心理治療セン

ターうぐいすの杜 

２ 

福祉保健部・子育て支援局 技術職Ⅱ 

部局内階層別研修「中堅研修」 

１１月１７日 子どもの心サポート

プラザ 

３ 

福祉保健部・子育て支援局 技術職Ⅱ 

部局内階層別研修「基礎研修」 

１２月１２日 子どもの心サポート

プラザ 

１ 



年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 月平均

２５ 8 8 7 9 9 10 9 9 11 13 14 14 10.08

２６ 8 9 8 9 10 10 8 8 8 9 10 10 8.92

２７ 7 8 8 8 8 8 8 10 10 11 11 12 9.08

２８ 10 9 9 10 11 12 12 12 13 14 14 14 11.67

２９ 7 6 7 7 9 9 10 11 12 12 13 13 9.67

３０ 6 5 5 6 7 8 8 10 11 11 11 11 8.25

1 6 7 7 7 9 11 11 13 13 15 15 10 10.33

2 12 12 12 11 12 11 11 12 12 12 11 3 10.92

3 4 4 4 4 3 3 3 3 4 5 5 6 4

４ 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 3.83

人数は月末措置児童数を記載。

年度 甲府市 山梨市 韮崎市 南ｱﾙﾌﾟｽ市 北杜市 笛吹市 甲斐市 甲州市 中央市

２５ 1 1 0 2 0 4 4 0 1

２６ 3 0 0 0 0 5 1 0 1

２７ 3 1 0 1 0 2 3 0 0

２８ 5 1 0 2 1 1 2 0 0

２９ 2 1 0 1 1 0 3 0 0

３０ 3 0 0 2 0 1 2 0 0

1 2 0 1 1 0 0 3 1 0

2 1 0 0 0 1 0 0 0 0

3 1 0 0 0 0 2 1 0 0

４ 1 0 0 0 0 2 1 0 0

人数は3月時点の措置児童数で記載

年度 東山梨 東八代 西八代 中巨摩 南巨摩 北巨摩 小計

２５ 0 0 1 1 1 0 16

２６ 0 0 0 0 0 0 10

２７ 0 0 0 0 0 0 10

２８ 0 0 0 1 0 0 13

２９ 0 0 0 0 1 0 9

３０ 0 0 0 0 1 0 9

1 0 0 0 1 0 0 9

2 0 0 0 0 0 0 2

3 0 0 0 0 0 0 4

４ 0 0 0 0 0 0 4

年度 富士吉田市 都留市 大月市 上野原市 南都留 北都留 小計 県外 合計

２５ 0 1 0 0 1 0 2 0 18

２６ 0 1 1 0 1 0 3 0 13

２７ 1 0 0 0 0 0 1 1 12

２８ 0 0 0 0 1 0 1 1 15

２９ 0 1 0 0 1 0 2 2 13

３０ 0 2 0 0 0 0 2 0 11

1 2 0 1 0 1 0 4 2 15

2 1 0 0 0 0 0 1 0 3

3 0 0 0 0 0 0 0 0 4

４ 0 0 0 0 1 0 1 0 5

８　統計

（１）月別・年度別措置状況

（２）郡市別措置状況

○都留児童相談所管内

○中央児童相談所管内

単位：人

単位：人

単位：人

    １６



単位：人

年度 むつみ寮 ますみ寮 合計

２５ 5 3 8

２６ 3 1 4

２７ 6 3 9

２８ 5 4 9

２９ 3 3 6

３０ 5 1 6

1 10 0 10

2 3 0 3

3 3

4

単位：人

年度 性別 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 中卒 合計

男 0 1 1 0 3 0 0 5

女 0 0 0 0 2 1 0 3

計 0 1 1 0 5 1 0 8

男 0 0 1 1 1 0 0 3

女 0 0 0 0 1 0 0 1

計 0 0 1 1 2 0 0 4

男 0 1 0 1 4 0 0 6

女 0 0 0 1 1 1 0 3

計 0 1 0 2 5 1 0 9

男 0 1 0 0 3 1 0 5

女 0 0 0 0 3 1 0 4

計 0 1 0 0 6 2 0 9

男 0 0 0 1 2 0 0 3

女 0 0 0 1 1 0 1 3

計 0 0 0 2 3 0 1 6

男 0 2 0 1 1 0 1 5

女 0 0 0 0 1 0 0 1

計 0 2 0 1 2 0 1 6

男 0 2 4 1 3 0 0 10

女 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 2 4 1 3 0 0 10

男 0 0 0 1 2 0 0 3

女 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 1 2 0 0 3

男 0 0 1 1 1 0 0 3

女 0 0 0 0 1 0 0 1

計 0 0 1 1 2 0 0 4

男 0 0 1 0 1 0 0 2

女 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 1 0 1 0 0 2

注）毎年度３月３１日現在

2

4

（３）寮舎別措置状況

２９

（４）就学状況

注１）毎年度３月３１日現在
注２）「むつみ寮」は男子寮、「ますみ寮」は女子寮。

２８

3

1

２５

２６

２７

３０

2
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年度 10 11 12 13 14 15 16 17 18 合計

0 1 1 0 3 0 0 0 0 5

0 0 0 1 1 1 0 0 0 3

0 1 1 1 4 1 0 0 0 8

0 0 1 1 1 0 0 0 0 3

0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

0 0 1 1 2 0 0 0 0 4

0 1 0 1 4 0 0 0 0 6

0 0 0 1 1 1 0 0 0 3

0 1 0 2 5 1 0 0 0 9

0 1 0 0 3 1 0 0 0 5

0 0 0 0 3 1 0 0 0 4

0 1 0 0 6 2 0 0 0 9

0 0 0 1 2 0 0 0 0 3

0 0 0 1 1 1 0 0 0 3
0 0 0 2 3 1 0 0 0 6
0 2 1 0 1 0 1 0 0 5
0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
0 2 1 0 2 0 1 0 0 6
0 2 4 1 3 0 0 0 0 10
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 2 4 1 3 0 0 0 0 10
0 0 0 1 2 0 0 0 0 3
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 1 2 0 0 0 0 3
0 0 1 1 1 0 0 0 0 3
0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
0 0 1 1 2 0 0 0 0 4
0 0 1 0 1 0 0 0 0 2
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 1 0 1 0 0 0 0 2

年度 実父母 実父 実母 実父継母 実母継父 祖父 祖母 養父実母 合計
２２ 2 0 2 1 0 0 1 3 9
２５ 1 1 5 0 0 1 0 0 8
２６ 0 2 2 0 0 0 0 0 4
２７ 2 3 4 0 0 0 0 0 9
２８ 3 1 2 0 0 1 1 1 9
２９ 2 0 3 0 0 0 1 0 6
３０ 1 0 5 0 0 0 0 0 6
1 3 0 5 0 2 0 0 0 10
２ 0 0 1 1 0 0 0 1 3
３ 0 1 2 0 0 0 0 1 4
４ 0 1 0 0 0 0 0 1 2

女
計

男

男

計

女

男

男

計

男

計

単位：人

女

計

男

女

女

（５）年齢状況

２５

２６

２７

２８

２９

性別＼年齢

3
男
女
計

2

注）毎年度３月３１日現在

単位：人（６）保護者の状況

4
男

男
女
計

女
計

計

1
男
女
計

３０ 女

１８



単位：人

年度 会社員 公務員 団体職員 自営業 飲食業 パート 無職 その他 合計

２５ 1 0 1 0 1 1 3 1 8

２６ 3 0 0 0 0 0 1 0 4

２７ 5 0 0 1 0 2 1 0 9

２８ 4 0 0 1 0 1 3 0 9

２９ 4 0 0 0 1 0 1 0 6

３０ 2 0 0 1 2 0 1 0 6

1 4 1 0 0 1 0 4 0 10

2 2 0 0 0 0 0 0 1 3

３ 1 0 0 0 0 2 1 0 4

４ 0 0 0 1 0 0 1 0 2

単位：人

年度
窃盗
（侵入）

万引き 恐喝
金品

持ち出し
暴力 傷害 怠学 不登校 監護困難

２５ 0 0 0 0 0 0 0 0 6

２６ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

２７ 0 1 0 0 0 0 0 1 0

２８ 0 1 0 0 0 0 0 0 0

２９ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３０ 0 0 0 0 0 0 0 0 1

1 0 0 0 1 1 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 1 0 0 0 0 0 0 0 0

4 0 0 0 0 0 0 0 0 1

年度
施設適応
困難

無断外泊
・家出

性的
いたずら

不純異性
交遊

シンナー 放火 その他 合計

２５ 1 0 0 0 0 0 1 8

２６ 0 1 0 1 0 0 2 4

２７ 1 1 0 0 0 0 5 9

２８ 2 3 0 0 0 0 3 9

２９ 3 1 0 0 0 0 2 6

３０ 2 0 0 0 0 0 3 6

1 0 0 1 0 0 0 7 10

2 0 0 0 0 0 0 3 3

３ 1 0 0 0 0 0 2 4

４ 0 0 1 0 0 0 0 2

注１）毎年度３月３１日現在
注２）「その他」は、生活保護、風俗、職業不明等。

（８）入所の主な理由別状況

（７）保護者の職業別状況

注１）毎年度３月３１日現在
注２）「不純異性交遊」に管理売春を、「その他」に虐待、行動異常、性格不適応を、
　　　それぞれ含む。

１９



年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １0月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

２５ 1 2 1 0 0 2 1 0 0 0 1 1 9

2 12 1 0 0 18 1 0 0 0 4 1 39

２６ 1 2 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 9

1 13 46 24 0 0 0 0 0 0 0 0 84

２７ 0 0 2 1 0 1 0 0 1 1 0 0 6

0 0 7 1 0 1 0 0 1 1 0 0 11

２８ 0 2 6 0 2 0 2 0 2 0 0 0 14

0 2 6 0 2 0 2 0 2 0 0 0 14

２９ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

３０ 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2

0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2

1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2

2 1 0 1 0 0 0 0 0 0 13 0 0 15

1 0 1 0 0 0 0 0 0 13 0 0 15

３ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

注）毎年度３月３１日現在　　

年度 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
２２ 1 0 3 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 6 3
２５ 1 1 1 1 2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 5 3

２６ 0 0 2 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 1

２７ 0 1 1 1 2 0 2 1 1 0 0 0 0 0 6 3

２８ 0 1 1 2 2 0 2 1 0 0 0 0 0 0 5 4

２９ 0 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 3 3

３０ 0 0 2 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 4 1

1 0 0 0 0 5 0 3 0 2 0 0 0 0 0 10 0

2 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 3 0

３ 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 3 1

４ 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0

注１）毎年度３月３１日現在　　

延べ人数

延べ人数

100～109７０～７９

延べ人数

（１０）知的検査の状況

６９以下

件数

合計

件数

件数

延べ人数

件数

件数

件数

区分

件数

延べ人数

延べ人数

延べ人数

件数

延べ人数

注２）検査器具：ＷＩＳＣ－Ⅲ、Ⅳ

件数

延べ人数

延べ人数

件数

110～119 120以上８０～８９ ９０～９９

（９）無断外出の月別発生状況

単位：人

単位：件、人

２０



単位：人

年度 性別 就職 進学 家庭復学施設変更
家庭

引き取り
家裁送致無外除籍 その他 合計

男 0 2 1 3 0 1 0 0 7

女 0 1 0 1 1 0 0 0 3

計 0 3 1 4 1 1 0 0 10

男 0 3 0 1 1 0 0 0 5

女 0 3 0 0 1 0 0 0 4

計 0 6 0 1 2 0 0 0 9

男 0 1 0 0 1 0 0 0 2

女 0 2 0 0 0 0 0 0 2

計 0 3 0 0 1 0 0 0 4

男 0 4 1 1 0 0 0 0 6

女 0 1 0 0 0 0 0 0 1

計 0 5 1 1 0 0 0 0 7

男 0 2 0 1 0 0 0 0 3

女 0 4 0 0 0 0 0 0 4

計 0 6 0 1 0 0 0 0 7

男 0 1 0 0 0 0 0 0 1

女 0 3 0 0 0 0 0 1 4

計 0 4 0 0 0 0 0 1 5

男 0 1 0 0 0 0 0 0 1

女 0 3 0 1 0 0 0 0 4

計 0 4 0 1 0 0 0 0 5

男 0 0 0 2 4 1 0 0 7

女 0 0 0 0 1 0 0 0 1

計 0 0 0 2 5 1 0 0 8

男 0 0 0 1 2 0 0 0 3

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 1 2 0 0 0 3

男 0 0 0 2 0 0 0 0 2

女 0 0 0 0 1 0 0 0 1

計 0 0 0 2 1 0 0 0 3

1

２８

4

３０

2

3

２９

（１１）退所状況

２５

２６

２７

２１



（１２）医務実績

年度 内科 外科 精神科 歯科 皮膚科
耳鼻
咽喉科

眼科
整形
外科

婦人科
脳神経
外科

合計

２５ 67 0 40 17 27 18 7 1 0 0 177

２６ 49 2 47 27 31 24 12 11 6 3 212

２７ 17 4 16 35 31 40 23 20 8 4 198

２８ 48 0 44 37 42 17 23 8 5 5 229

２９ 54 0 58 17 34 32 8 4 2 1 210

３０ 57 0 60 8 17 25 13 10 4 7 201

１ 36 0 95 9 8 22 5 1 1 0 201

２ 42 0 63 14 28 16 16 6 1 2 188

３ 13 0 19 5 14 8 9 7 0 15 90

４ 1 5 8 1 20 3 5 2 0 0 45

イ　学園内での処置

年度 頭痛 腹痛 腰痛 関節痛 打撲 傷 発熱 咽頭痛 鼻出血 生理痛 精神的 計

２７ 21 17 6 3 14 27 3 2 0 13 1 107

２８ 21 18 0 10 16 25 0 1 2 4 29 126

２９ 11 6 1 6 10 23 1 2 3 0 14 77

３０ 10 6 2 6 10 15 11 5 0 1 6 72

1 2 7 0 2 2 12 6 5 1 14 12 63

２ 0 2 0 3 0 86 1 0 0 0 0 92

３ 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 3

４ 5 2 0 1 3 4 3 0 0 0 1 19

ア　医療機関への通院状況 単位：延べ人数

注１）「精神科」に神経内科を、「内科」に小児科を、それぞれ含む。
注２）平成２１年度から医務担当者（看護師）を配置。

単位：延べ人数

２２



年度 性別

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

年度

２７

２８

２９

３０

1

２

３

４

（１３）臨床心理関係業務実績

3

51 0 51

※職員コンサルテーションは、児童に関わる職員と児童の問題の理解や対応方法
について心理的側面からの理解の視点を提供するもの。

学園職員 外部委託 計

２７

133 12 145

83 0 83

216 12 228

２８

189 11 200

70 0 70

259 11 270

２９

76 12 88

122 6 128

198 18 216

職員コンサル
テーション

生活場面
面接

他機関との
連絡調整

心理検査

16

16 0

３０

189 11 200

70 0 70

259 11 270

1

117 0 117

55 0 55

172 0 172

２

206 0 206

20 0 20

226 0 226

16

32 0 32

255 32 5

※心理面接は、児童の様子に合わせて、言葉のやりとりを中心としたものや、アクティビィ
ティ（粘土・絵画・箱庭等）を取り入れた心理的援助。なお、本人の拒否や特別日課などに
より実施できないことがある。

４

16

計

447

157 234 49 9 449

155 447

311

123 362 25 4 514

155 255 32 5

72

1 24

ア　心理面接実施状況 　単位：延べ人数

144 155 12 1 312

19

イ　その他の心理業務実施状況 単位：回

19 0

21 0 21

72 0

4

0

15 0 4 0

177 128 5 1

２３


